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昭 和 61年 度  技 術 開 発 実 施 報 告 書
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全 体 計 画 実 施 経 過
当 年 度

実 施 計 画 実 施 結 果 評価および普及計画

I。 昭和61年度
1.試験地伐区設定
2.プロット設定
3.調査事項
(1)収穫調査
(2)土壌調査
(3)植栽調査
4.スズ竹の刈払
5.立木伐採 (処分)
Ⅱ。昭和62年度
1.新植 (皆伐区)
2.択伐区の稚樹発生調査
3.択伐区内残存立木調査
Ⅲ。昭和63～65年度
1.択伐区稚樹発生調査
2.残存木の生長量調査

1.試験地伐区設定
(1)架線,区域の検討
2.プロット設定
3.調査事項
(1)収穫調査
(2)上壌調査
(3)植生調査
4.スズ竹刈払
5.立木伐採 (処分)
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試験地設定
プロット設定
収穫調査
スズ竹刈払
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技 術 開 発 課 題 完 了 報 告 書
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